
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

交
付
開
始
か
ら
７
年
。
５
月
末

現
在
の
大
津
市
の
交
付
率
は

70
％
。
昨
年
度
の
カ
ー
ド
の
紛

失
に
よ
る
再
交
付
は
４
０
４

件
。
暗
証
番
号
の
再
設
定
を
し

た
の
は
昨
年
度
だ
け
で
９
，
０

８
０
件
。
新
た
な
事
務
負
担
も

増
え
て
い
ま
す
。 

問
題
に
な
っ
て
い
る
医
療

情
報
の
誤
登
録
や
、
公
金
口
座

の
誤
登
録
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

の
誤
交
付
は
、
国
の
強
引
な
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
推

進
策
の
下
で
起
き
た
も
の
で

す
が
、
本
市
で
も
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
の
誤
交
付
に
よ
っ
て
市

財
政
か
ら
負
担
し
て
い
ま
す
。 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

取
得
す
る
に
は
原
則
、
交
付
時

に
市
役
所
本
庁
で
、
本
人
確
認

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

不
正
取
得
を
防
止
す
る
た
め

で
す
が
、
寝
た
き
り
の
高
齢
者

や
認
知
症
の
方
、
障
が
い
者
等
、

本
人
の
意
思
確
認
が
難
し
い

市
民
の
カ
ー
ド
取
得
は
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。
個
人
宅
出
張
申

請
受
付
に
加
え
て
希
望
す
る

施
設
で
も
出
張
申
請
受
付
を

実
施
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

取
得
後
の
カ
ー
ド
や
暗
証
番

号
の
管
理
の
問
題
は
何
ら
解

決
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

市
内
の
開
業
医
や
診
療
所

職
員
か
ら
も
、
健
康
保
険
証
廃

止
に
よ
る
医
療
機
関
の
負
担

は
計
り
知
れ
ず
、
シ
ス
テ
ム
ト

ラ
ブ
ル
や
回
線
の
エ
ラ
ー
が

発
生
す
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
診
療

は
ス
ト
ッ
プ
す
る
の
に
、
現
場

を
何
も
知
ら
ず
に
決
め
て
い

る
と
、
怒
り
の
声
を
伺
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
顔
認
証
で
も

暗
証
番
号
で
も
本
人
確
認
が

取
れ
な
い
場
合
、
10
割
負
担
と

す
る
の
か
も
現
場
任
せ
で
す
。

健
康
保
険
証
を
廃
止
す
る
「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
の
運
用
は
、
安

全
・
安
心
な
地
域
医
療
へ
の
信

頼
を
根
底
か
ら
揺
る
が
し
、
公

的
医
療
保
険
制
度
を
崩
壊
さ

せ
か
ね
ま
せ
ん
。 

林
市
議
は
、
市
民
の
命
を
守

る
立
場
か
ら
、
患
者
も
、
医
療

機
関
も
望
ん
で
い
な
い
健
康

保
険
証
の
廃
止
を
中
止
す
る

よ
う
国
に
求
め
る
べ
き
と
質

し
ま
し
た
が
、
市
は
、
そ
の
考

え
は
な
く
現
場
の
声
の
把
握

も
し
な
い
と
の
答
弁
に
終
始

し
ま
し
た
。
法
定
受
託
事
務
と

は
言
え
、
市
は
メ
リ
ッ
ト
を
強

調
し
カ
ー
ド
の
取
得
を
推
進

し
て
お
り
、
医
療
現
場
や
市
民

の
不
安
に
応
え
た
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
す
。 

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】 

人
材
紹
介
会
社
の
高
額
な
手

数
料
問
題
、「
お
お
つ
割
」
実
施

に
つ
い
て 

インボイス制度廃止へ！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月通常会議 
7月 4日（火） 

議会運営委員会他 

6日（木）討論・採決 閉会 

当面の日程 

朝刊４紙に折り込まれた 

大津市のマイナカード推進チラシ 

日本共産党大津市議団は、１６日、コロナ禍、物価高騰にあえぐ中小零細業者

の営業を守り、地域経済の活性化のために取り組む、大津・高島民主商工会の

総会に参加しました。今年の１０月から始まるインボイス制度に「取引先からイン

ボイス登録をしてください」と言われる、どうしたらいいのか・・・不安が広がって

います。 

今まで年間売り上げ１千万円以下の小規模事業者、個人事業主が、免除され

ていた消費税を負担しなくてはならないインボイス制度は、弱い者いじめです。 

アニメ業界では、廃業を考えなければならない事業者が３０％にものぼると言

われています。今、全国の登録者数は対象の２割にもなりません。 

インボイス制度の導入は、消費税の徴税強化策であり、今後の増税の布 

石です。中小零細事業者だけの問題ではなく、私たち国民全体の問題です。 

力を合わせてインボイス制度を廃止にしましょう！ 

地
域
医
療
の
崩
壊
を
招
く 

「
健
康
保
険
証
の
廃
止
」
は
中
止
を 

林 

ま
り 

市
議 

 

議
会
質
問 



国
民
皆
保
険
制
度
の
も
と
で
、

他
の
社
会
保
険
と
比
較
し
て
国

保
料
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
は

問
題
で
す
。
大
津
市
の
今
年
度
の

国
保
料
は
、
所
得
２
５
０
万
円
夫

婦
子
ど
も
１
人
の
３
人
家
族
の

モ
デ
ル
世
帯
で
、
年
間
41
万
円

で
す
。
中
で
も
、
子
ど
も
の
均
等

割
は
子
ど
も
が
増
え
る
ご
と
に

負
担
が
増
え
、
モ
デ
ル
世
帯
で
は

１
人
３
６
，
３
０
０
円
、
２
人
な

ら
７
２
，
６
０
０
円
。
少
子
化
が

問
題
と
な
る
中
、
国
保
料
の
子
ど

も
の
均
等
割
の
負
担
は
子
育
て

支
援
に
逆
行
す
る
も
の
で
す
。 

 
 

米
原
市
で
は
、
18
歳
ま
で
の

子
ど
も
の
均
等
割
を
ゼ
ロ
に
す

る
た
め
国
保
世
帯
へ
の
「
子
育
て

応
援
給
付
金
」
が
あ
り
ま
す
。

 

柏
木
市
議
は
、
米
原
市
の
例
を

示
し
て
大
津
市
で
も
独
自
に
子

ど
も
の
均
等
割
負
担
を
軽
減
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

市
は
、
全
国
一
律
で
行
う
べ
き

な
の
で
、
市
独
自
で
は
行
う
つ
も

り
は
な
い
と
い
う
冷
た
い
姿
勢

で
し
た
。
今
後
も
、
高
す
ぎ
る
国

保
料
を
引
き
下
げ
、
子
ど
も
の
均

等
割
を
な
く
す
こ
と
を
求
め
て

い
き
ま
す
。 

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】 

安
心
の
介
護
保
険
事
業
を
求
め

る
、
熱
中
症
か
ら
市
民
の
命
を
守

る
取
り
組
み

 

４
月
発
表
の
文
科
省
調
査
で

は
、
中
学
校
教
員
の
４
割
が
過
労

死
ラ
イ
ン
の
月
８
０
時
間
を
超

え
、
異
常
な
長
時
間
労
働
は
改
善

さ
れ
て
い
な
い
実
態
が
明
確
に

な
り
ま
し
た
。
休
憩
時
間
も
ま
と

も
に
取
れ
な
い
上
、
調
査
に
は
持

ち
帰
り
業
務
も
反
映
さ
れ
て
お

ら
ず
実
態
は
も
っ
と
深
刻
で
す
。

過
酷
な
労
働
実
態
が
教
員
志
望

者
を
減
少
さ
せ
、
教
員
不
足
も
深

刻
で
す
。
給
特
法
で
は
、
給
与
に

含
ま
れ
る
時
間
外
手
当
は
４
％

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
公
務

員
や
国
立
、
私
立
学
校
と
同
じ
く

労
基
法
に
基
づ
き
正
当
な
賃
金

を
支
払
う
べ
き
で
す
。 

小
島
市
議
は
、
市
と
し
て
教
員

の
長
時
間
労
働
解
消
の
た
め
、
教

員
定
数
算
定
基
準
や
給
特
法
の

改
正
、
正
規
教
員
な
ど
の
人
材
確

保
を
国
や
県
に
強
く
要
望
す
る

と
と
も
に
、
正
規
教
員
の
増
員
や

少
人
数
学
級
の
推
進
を
図
り
、
子

ど
も
た
ち
に
向
き
合
っ
た
教
育

を
進
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

市
は
、
持
ち
帰
り
業
務
は
県
の

指
示
に
基
づ
き
除
い
て
い
る
。
勤

務
時
間
の
客
観
的
か
つ
適
正
な

把
握
に
努
め
る
。
人
材
確
保
は
引

き
続
き
県
へ
要
望
す
る
。
給
特
法

は
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く

な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
子
ど
も
た
ち
に
向
き
合
っ
た

教
育
の
実
現
を
強
く
求
め
て
い

き
ま
す
。 

昨
年
、
静
岡
市
の
民
間
保
育
園

の
保
育
士
に
よ
る
園
児
に
対
す

る
暴
行
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
事

件
に
端
を
発
し
、
保
育
施
設
で
の

子
ど
も
に
対
す
る
暴
行
・
虐
待
や

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
「
不
適
切
な

保
育
」
の
報
道
が
相
次
ぎ
、
子
ど

も
た
ち
を
深
く
傷
つ
け
、
保
護
者

に
大
き
な
不
安
を
与
え
る
社
会

問
題
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
間
、
保
育
環
境
の
規
制
緩

和
が
行
わ
れ
た
上
、
コ
ロ
ナ
禍
で

業
務
が
増
え
、
長
時
間
・
過
密
労

働
が
常
態
化
し
、
保
育
士
不
足
も

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
保
育
士
は

大
人
数
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全

に
絶
え
ず
注
意
を
向
け
つ
つ
、
集

団
と
し
て
の
生
活
と
活
動
を
安

定
し
て
行
う
仕
事
で
す
。
保
育
士

の
働
き
方
が
直
接
保
育
の
質
に

関
わ
る
こ
と
か
ら
、
保
育
士
を
増

や
す
こ
と
を
求
め
る
運
動
が
全

国
で
広
が
り
、
た
く
さ
ん
の
自
治

体
で
国
に
対
し
意
見
書
が
あ
が

っ
て
い
ま
す
。 

 

杉
浦
市
議
は
、
保
育
士
の
配
置

基
準
の
改
善
を
国
に
求
め
る
と

と
も
に
、
市
独
自
で
の
取
組
を
強

め
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。
市
当
局

は
引
き
続
き
国
に
要
望
し
て
い

く
と
答
え
ま
し
た
が
、
市
独
自
で

の
改
善
に
は
言
及
し
ま
せ
ん
で

し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に

向
き
合
い
、
ゆ
と
り
を
持
ち
な
が

ら
の
保
育
が
、
子
ど
も
の
人
権
と

人
格
を
尊
重
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
、
子
ど
も
の
命
を
守
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
保
育
士
の
労
働
条

件
の
改
善
は
急
が
れ
ま
す
。 

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】 

児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
に
つ
い
て 
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子
育
て
支
援
に
逆
行
！ 

国
民
健
康
保
険
料
の
子
ど
も
の
均
等
割 

柏
木
け
い
子 

市
議 

議
会
質
問 

続
き 

子
ど
も
の
命
は
最
優
先
、 

人
権
と
人
格
を
尊
重
す
る
保
育
の
実
施
を 

杉
浦
と
も
子 

市
議 

教
員
の
異
常
な
長
時
間
労
働
の
改
善
で
、 

子
ど
も
た
ち
に
向
き
合
っ
た
教
育
を 

小
島
よ
し
お 

市
議 

 

市民の願いに背を向ける議会 

➢ 「学校給食無償化」を求める請願 委員会否決‼ 

６月通常会議に市民団体から提出され、２７日開催の教育厚生

常任委員会に付託された「給食費の保護者負担の無償化を求め

る請願」が、賛成少数で否決されました。 

採決に先立ち、4 つの会派が反対討論を行いました。内容は、

概ね給食無償化は将来的には必要だというものの、学校改修な

ど多額の予算がかかる現状があり、持続可能性等を考慮すると同

意できないとするものでした。 

しかし請願は、無償化の時期まで言及していません。同時に、国

への財政措置も求めています。反対する理由にはならず、それぞ

れの議員の市民に対する姿勢が問われます。 


